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（１） 衣・食・住 

（２） どこまで政府が政策として、住宅を考えるか？  

政策手段として、低利融資、税制の恩典、直接供給 

直接供給（公団住宅）（修繕費がかさむ、特定の人しか入れない）、持家促進、借家 

（３） 貸出債権の買い取り型、保証型、証券化 

 貸出先住宅の所得階層、元債権の質、銀行が証券化商品を購入（リスクを分散するはずであった） 

（４） アメリカのサブ・プライム問題 

（５） 大半の民間金融機関融資は、変動金利 

（６） 日本の金融機関の本来業務（地域の金融機関（生産「融資」、 

（７） メガバンク、住宅金融（正規分布？）、企業向け融資（個別に異なる） 

（８） 金融の規制と自由度、金融イノベーションの促進 
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